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正会員数

(6月１日現在)

男性 427名

女性 169名

合計 596名
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令
和
４
年
度

定
時
総
会
開
催

令
和
４
年
６
月
22
日
（
水
）
13
時
よ

り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
５
９
５
名
の
内
、
出
席
者
総

数
４
９
４
名
、
内
訳
は
会
場
出
席
者
２

９
名
、
委
任
状
提
出
者
４
４
０
名
、
議

決
権
行
使
書
提
出
者
２
５
名
で
し
た
。

今
年
度
の
定
時
総
会
は
、
昨
年
に
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
委
任
状
ま
た
は
議
決

権
行
使
書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
入
場
者
数
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
た
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
石
孝
義
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

会
長
が
仮
議
長
に
就
任
し
開
会
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
足
数
の
確

認
、
議
長
に
立
石
会
長
が
選
任
さ
れ
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
で
は
、
次
の
３
件
の

案
件
に
つ
い
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会長挨拶写真

議

事

一
、
報
告
事
項

①
第
１
号
報
告

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告
の
件

二
、
決
議
事
項

①
第
１
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類
等
の
承

認
の
件

②
第
２
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
１
名
の
選
任
の
件

③
第
３
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

定
款
の
変
更
の
件

会
員
の
表
彰

渥
美

英
男

種
村

洋
平

本
山

千
代
子

古
賀

兼
行

佐
藤

雅
道

野
村

孝
子

長
澤

龍
男

松
本

芳
久

金
沢

明

杉
浦

洋
子

佐
藤

浩

阪
本

登

長
谷
川

実

河
村

弘
章

小
野
寺

央
幸

井
口

一
男

川
崎

光
江

早
間

富
枝

③
会
員
表
彰

令
和
４
年
３
月
現
在
、
そ
れ
以
前
に

５
年
間
継
続
し
て
就
業
し
た
年
齢
80

歳
以
上
の
方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

村
山

重
子

尾
亦

高
一

磯
貝

隆
平

平
澤

利
夫

金
井

忠
一

中
原

拓
三

小
林

巳
喜
雄

種
村

洋
平

小
田
部

光
行

笠
松

勝
州

高
野

織
子

大
村

智
一

以
上
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
例
年
で
は
定
時
総
会
終
了
後

に
会
員
表
彰
式
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
年
度
に
続
き
今
年
度
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
受
け
た
方
に
は
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
お
送
り
致
し
ま
し
た
。

新任の佐藤理事

新
任
理
事
の
紹
介

令
和
４
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
理

事
を
辞
任
さ
れ
た
綿
貫
一
成
氏
の
後
任

と
し
て
佐
藤
秀
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
第
5
地
区
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
佐

藤
秀
一
理
事
が
選
任
さ
れ
、
任
期
中
の

10
名
と
合
わ
せ
て
11
名
の
理
事
、
任
期

中
の
監
事
２
名
を
含
め
た
13
名
の
役
員

体
制
と
な
り
ま
す
。

【
理
事
】

窪
田

進

立
石

孝
義

田
中

雅
城

峯

信
夫

佐
藤

秀
一

遠
藤

孝

小
林

巳
喜
雄

中
原

拓
三

福
田

一
彦

広
沢

光
政

川
口

荘
一 (

新
任)

【
監
事
】

佐
藤

光
一

島
井

赳

令
和
４
年
度
会
員
表
彰
と
し
て
次
の

会
員
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
役
員
表
彰

セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
継
続
し
て
３
期

以
上
在
任
し
た
も
の
の
う
ち
、
退
任

し
た
方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

小
林

正
和

②
会
員
表
彰

平
成
24
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

の
10
年
間
に
70
％
以
上
就
業
し
た
方

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

川
野
辺
清
三
郎

入
山

弘
之
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総
務
委
員
長

峯

信
夫

事
業
委
員
長

田
中

雅
城

広
報
委
員
長

遠
藤

孝

安
全
管
理
委
員
長

中
原

拓
三

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の

事
業
活
動
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
感
染

状
況
も
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
、
今
年

度
は｢

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ｣

の
方
針
も
踏
ま

え
て
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と

講
じ
た
上
で
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
度
の
委
員
会
に
て
再
確
認
し
た

主
な
活
動
予
定
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
事
業
委
員
会
：
毎
月
の
第
二
火
曜
日

14:

00
～
。

②
新
入
会
員
研
修
会
：
毎
月
の
理
事
会

の
翌
日
に
開
催
。

③
接
遇
研
修
会
：
外
部
講
師
「
ア
ッ
プ

グ
ロ
ー
ス
社
」
に
二
日
間
（
午
前
・

午
後
）
計
4
回
で
委
託
予
定
。

④
就
業
相
談
：
例
年
通
り
毎
月
第
三
火

曜
日
に
開
催
予
定
。

⑤
就
業
開
拓
：
企
業
表
敬
訪
問
を
中
心

に
行
い
、
追
加
受
注
な
ど
の
深
堀
を

し
て
い
く
。
市
内
各
所
へ
仕
事
受
注

の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
設
置
予
定
。

⑥
事
業
報
告
会
：
開
催
目
的
を
見
直
し
、

内
容
に
つ
い
て
は
今
後
討
議
を
重
ね

て
い
く
。

⑦
委
員
会
の
構
成
：
田
中
理
事
（
委
員

長)

、
小
林
理
事
（
副
委
員
長)

、
村

林
・
大
澤
・
木
川(

新
任)

の
各
委
員
。

＊
以
上
、
会
員
及
び
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
委
員
会
は
、
一
昨
年
よ
り
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
各
行
事
を
中
止
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①
健
康
増
進
事
業
の｢

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ｣

を
来
春
の
花
見
を
兼
ね
て
の
コ
ー
ス

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
「
健
康
の
集
い
」
は
、
開
催
場
所
、

時
期
、
講
演
内
容
等
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

③
「
会
員
交
流
会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
は
中
止
と
し
、
内
容
を
再
度

検
討
し
ま
す
。

④
「
会
員
作
品
展
」
は
、
開
催
時
期
等

を
検
討
し
開
催
す
る
予
定
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状

況
を
注
視
し
、
会
員
の
安
全
第
一
を
考

慮
し
て
、
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
地
域
へ
の

貢
献
を
高
め
る
た
め
に
一
層
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
行
事
が
無
事
に
開
催
さ
れ
た
際
に

は
、
会
員
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
年
続
き
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
終
息

す
る
気
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
度
は
、
例
年
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
、
道
路
美
化

清
掃
の
行
事
を
中
止
致
し
ま
し
た
。
福

祉
祭
だ
け
は
リ
モ
ー
ト
で
実
施
さ
れ
、

会
員
の
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
ご
寄
付

い
た
だ
い
た
品
々
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①
当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
誌
「
け
や
き
」

の
発
行
を
年
４
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
道
路
美
化
清
掃
に
つ
い
て
は
７
月
以

降
の
委
員
会
で
新
た
な
コ
ー
ス
設
定

他
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

③
福
祉
祭
参
加
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
一
日
で
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
祈

る
の
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
す

の
で
、
皆
様
に
は
健
康
に
十
分
留
意
さ

れ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

安
全
管
理
委
員
会
で
は
新
年
度
に

入
り
以
下
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

①
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

実
施
日:

５
月
12
日
（
木
）

対
象
職
群:

植
木
班

場
所:

市
内
清
水

民
間
宅

②
令
和
４
年
度
健
康
診
断
受
診
調
査

調
査
票
６
月
１
日
配
布
、
６
月
30

日
提
出
期
限

③
安
全
だ
よ
り
44
号
発
行
準
備

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
報
告
、

健
康
診
断
受
診
調
査
結
果
報
告
等
、

発
行
は
7
月
末
予
定
。

④
今
年
度
の
各
種
安
全
講
習
会
に
つ

い
て

・
熱
中
症
予
防
講
習
会

・
応
急
救
護
訓
練

・
転
倒
予
防
講
習
会

な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
日

程
、
講
師
派
遣
依
頼
、
参
加
者
数
の

調
整
な
ど
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
今
後
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

決
定
次
第
、
会
員
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
委
員
会
報
告
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昭
和
23
年
11
月
23
日
の
深
夜
、
４
年

と
数
ヶ
月
過
ご
し
た
疎
開
先
の
群
馬
県

北
牧
を
発
つ
。

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
両
側
に
家
財
道

具
を
た
て
、
隙
間
に
家
族
7
人
布
団
に

く
る
ま
り
、
板
橋
の
検
問
所
も
無
事
通

過
、
翌
24
日
早
朝
、
杉
並
区
清
水
町
の

「
日
銀
寮
」
に
着
く
。
穏
や
か
な
陽
が

ガ
ラ
ス
の
窓
か
ら
さ
し
て
い
る
。
母
が

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
ご
飯
を
た
く
、
初
め
て

目
に
す
る
コ
ン
ロ
の
火
、
お
か
ず
は
近

く
の
酒
屋
で
佃
煮
を
買
う
。
親
戚
の
葬

式
以
来
久
し
ぶ
り
の
白
米
の
ご
飯
が
う

ま
い
。

だ
れ
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
も
な
く
、

今
は
疎
開
先
で
の
伯
父
や
伯
母
の
蔑
む

よ
う
な
視
線
も
な
い
。
「
日
銀
寮
」
は

２
階
建
て
４
軒
長
屋
、
私
は
階
段
が
珍

し
く
何
度
も
上
り
下
り
を
繰
り
返
し
楽

し
む
。
数
日
後
、
荻
望
駅
迄
歩
い
て
行

く
、
砂
利
道
の
青
梅
街
道
を
荷
馬
車
が

行
き
か
う
。
駅
の
北
ロ
で
、
復
員
服
戦

闘
帽
を
か
ぶ
っ
た
傷
痍
軍
人
が
松
葉
杖

を
付
き
、
首
か
ら
募
金
箱
を
下
げ
も
う

一
人
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
「
異
国
の

丘
」
を
弾
い
て
い
る
。

父
が
や
っ
と
の
思
い
で
手
に
し
た
闇

の
米
、
そ
の
闇
市
も
昭
和
26
年
４
月
22

日
に
火
災
を
起
こ
し
て
全
店
舗
消
滅
、

現
在
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
っ
て
い

る
。
私
が
若
杉
小
学
校
に
転
入
し
た
の

は
、
12
月
の
は
じ
め
頃
か
記
憶
が
定
か

で
な
い
。
祖
末
な
服
装
、
疎
開
先
の
怪

我
が
も
と
で
、
頭
に
で
き
た
大
き
な
傷

あ
と
。
最
初
は
も
の
珍
し
げ
に
皆
、
私

を
観
察
し
て
い
た
が
、
私
へ
の
苛
め
が

始
ま
る
。
あ
る
日
ク
ラ
ス
の
ガ
キ
大
将

Ｍ
が
相
撲
を
取
ろ
う
と
私
に
言
う
、
疎

開
先
は
ど
こ
に
行
く
に
も
徒
歩
、
母
と

里
山
に
焚
き
木
を
取
り
に
な
ん
里
も
歩

く
。
そ
ん
な
日
常
が
足
腰
を
鍛
え
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｍ
を
簡
単
に
打

ち
負
か
す
。
そ
の
日
以
来
、
苛
め
は
嘘

の
よ
う
に
な
く
な
る
。

日
常
の
食
生
活
は
相
変
わ
ら
ず
貧
し

く
、
た
ま
の
ご
ち
そ
う
と
い
え
ば
肉
の

な
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
1
個
５
円
の
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
、
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、

皆
が
嫌
う
脱
脂
粉
乳
の
ミ
ル
ク
が
大
好

き
で
何
杯
も
お
か
わ
り
し
た
。
理
由
は

定
か
で
は
な
い
が
、
小
学
校
卒
業
時
ク

ク
ラ
ス
一
番
の
身
長
と
な
っ
て
い
た
。

夏
、
原
っ
ぱ
で
少
年
相
撲
大
会
が
開

か
れ
る
。
私
は
毎
晩
参
加
し
て
３
人
抜

会
員
寄
稿

我
が
ふ
る
さ
と
（
荻
窪
の
こ
と)

桜
が
丘
Ｂ
班

矢
村

勇

き
を
し
、
賞
品
の
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
を
貰

う
。
あ
る
夏
、
そ
の
様
子
を
父
が
見
て

い
て
、
荻
窪
の
白
山
通
り
に
あ
る
「
の

ん
き
」
で
中
華
そ
ば
を
ご
ち
そ
う
し
て

く
れ
た
。
正
直
世
の
中
に
こ
ん
な
に
旨

い
も
の
あ
る
の
か
と
、
ス
ー
プ
を
一
滴

も
残
さ
ず
飲
み
干
す
。
そ
の
父
も
私
が

５
年
生
の
時
に
53
才
の
若
さ
で
他
界
。

相
撲
の
会
場
と
な
っ
た
そ
の
場
所
は
今
、

杉
並
公
会
堂
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
で
は

戦
争
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
人
達
の

消
息
、
戦
地
か
ら
未
だ
戻
れ
ぬ
人
達
を

探
す
「
尋
ね
人
」
や
「
昼
の
憩
い
」
は

70
年
経
た
今
も
続
い
て
い
る
。
民
放
で

プ
ロ
レ
ス
が
放
送
さ
れ
る
と
、
「
大
久

保
電
気
店
」
の
前
は
黒
山
の
人
だ
か
り
、

近
く
の
四
面
道
の
交
番
か
ら
お
巡
り
さ

ん
が
交
通
整
理
に
出
る
始
末
。
そ
の
交

番
も
、
環
状
8
号
線
の
拡
張
に
伴
い
、

い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
た
。

妙
正
寺
や
妙
正
寺
川
が
懷
か
し
い
。

あ
の
頃
両
岸
に
水
草
が
し
げ
り
、
鮒
や

ク
チ
ボ
ソ
が
泳
ぎ
、
夏
は
蛍
が
飛
び
交

う
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

た
。
凧
糸
に
ス
ル
メ
の
足
を
し
ば
り
水

に
垂
ら
せ
ば
エ
ビ
カ
ニ
が
面
白
い
よ
う

に
釣
れ
た
。
そ
の
季
節
に
な
る
と
や
か

ま
し
い
程
の
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
。

今
で
も
唱
歌
、
春
の
小
川
の
メ
ロ
デ
ィ

を
聴
く
と
、
当
時
の
風
景
や
、
仲
の
よ

か
っ
た
友
達
の
面
影
が
う
か
ぶ
。
高
校

生
に
な
る
と
幾
度
と
な
く
散
策
し
短
歌

を
詠
ん
だ
。
妙
正
寺
川
の
下
流
か
ら
、

「
奥
津
城
は
野
末
に
あ
り
て
さ
び
し
き

を
陽
お
つ
る
か
た
に
黒
々
と
み
ゆ
」
を

詠
み
「
蛍
雪
時
代
」
に
投
稿
す
る
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教
会
通

り
の
喫
茶
店
「
赤
い
屋
根
」
西
口
の
「

ダ
ダ
」
や
古
本
屋
に
も
よ
く
通
っ
て
い

た
。高

校
卒
業
後
、
荻
窪
振
興
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
に
あ
る
、
室
内
装
飾
業
の
会
社
に

入
社
、
の
ち
に
「
荻
窪
振
興
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
昭
和
56
年
、
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
に

模
様
替
え
、
雨
の
日
は
び
し
ょ
濡
れ
に

な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立
派
な
ビ
ル
に
変

身
。
私
は
建
築
士
と
し
て
、
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
内
の
店
舗
設
計
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
周
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
。

小
学
生
の
頃
、
親
友
と
幾
度
も
通
っ

た
照
楽
園
、
振
興
マ
ー
ケ
ッ
ト
時
代
の

魚
信
、
魚
耕
の
店
員
の
客
を
呼
び
込
む

威
勢
の
よ
い
声
、
千
円
札
を
握
り
通
っ

た
南
口
の
バ
ー
街
、
中
央
線
の
陸
橋
を

登
っ
て
来
る
都
電
、
廃
校
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
「
若
杉
小
学
校
」
。

「
春
雷
や
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
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私
の
ふ
る
さ
と
（
津
和
野
町
）

ｃ

湖
畔
班

田
中

雅
城

私
の
ふ
る
さ
と
は
島
根
県
津
和
野
町

で
す
。
終
戦
後
、
父
が
蒙
古
（
モ
ン
ゴ

ル
）
で
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
帰

還
す
る
ま
で
の
間
（
５
歳
ご
ろ
ま
で
）

私
た
ち
一
家
は
母
の
実
家
で
あ
る
津
和

野
町
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

津
和
野
町
は
美
し
い
町
並
み
と
町
の

中
心
を
津
和
野
川
が
流
れ
、
町
の
至
る

所
に
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
家
庭
で
鯉
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
良
質
な
水
の
産
地
と
し
て
も
有
名

で
、
湧
水
を
利
用
し
た
造
り
酒
屋
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

山
間
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
近
年

「
山
陰
の
小
京
都
」
と
も
呼
ば
れ
て
観

光
地
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。「

乙
女
峠
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
の
地
で
知
ら
れ
る
「
マ
リ

ア
聖
堂
」
が
あ
り
ま
す
。
私
が
水
路
に

落
ち
て
危
う
く
溺
れ
死
に
し
そ
う
に
な

っ
た
時
、
通
り
か
か
っ
た
シ
ス
タ
ー

（
修
道
女
）
が
私
を
引
き
上
げ
て
助
け

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、

私
は
神
に
救
わ
れ
た
御
子
と
な
り
、
今

日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
て
は
「
舞
姫
」
「
山
椒
太
夫
」
な

ど
が
有
名
。

②
西
周
（
に
し
あ
ま
ね
）…

哲
学
者
・

啓
蒙
思
想
家
で
「
哲
学
」
「
心
理

学
」
な
ど
の
言
葉
を
作
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
、

福
沢
諭
吉
ら
と
共
に
文
明
開
化
に
貢

献
し
た
。

③
坂
崎
出
羽
守…

城
主
と
し
て
津
和
野

の
礎
と
な
る
治
水
や
街
並
み
の
整
備

を
行
っ
た
。

④
そ
の
他…

小
藤
文
次
郎
（
地
質
学

者
）
、
中
田
瑞
穂
（
脳
外
科
の
発
展

に
寄
与
）
、
伊
沢
蘭
奢
（
松
井
須
磨

子
亡
き
後
の
新
劇
を
支
え
た
女
優
）

な
ど
。

室
生
犀
星
の
詩
で
有
名
な
「
ふ
る

さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
」

一
、
《
坂
崎
出
羽
守
（
さ
か
ざ
き
で
わ

の
か
み
）
と
千
姫
事
件
》

こ
の
水
路
は
防
火
用
水
と
し
て
、

関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
城
主
と
な
っ
た

坂
崎
出
羽
守
が
築
い
た
も
の
で
す
。
一

六
一
五
年
大
坂
夏
の
陣
で
は
、
燃
え
さ

か
る
大
坂
城
か
ら
家
康
の
孫
の
千
姫
を

救
い
出
し
ま
す
が
顔
に
大
火
傷
を
し
ま

す
。

こ
の
た
め
千
姫
は
秀
忠
に
嫁
い

で
し
ま
い
、
家
康
が
約
束
し
た
千
姫
を

嫁
に
も
ら
う
こ
と
が
叶
わ
ず
に
徳
川
家

に
恨
み
を
抱
い
た
ま
ま
自
刃
し
た
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
ま
す
。

二
、
《
案
山
子
（
か
か
し
）

さ
だ
ま
さ
し
作
曲
・
唄
》

歌
手
の
「
さ
だ
ま
さ
し
」
が
津
和
野

を
訪
れ
た
際
に
、
城
跡
か
ら
町
を
見
下

ろ
し
な
が
ら
作
っ
た
曲
が
「
案
山
子
」

で
す
。
「
元
気
で
い
る
か
？

街
に
は

慣
れ
た
か
？

友
達
出
来
た
か
？
」
と

い
う
歌
詞
で
、
田
ん
ぼ
に
ポ
ツ
ン
と
一

人
で
立
っ
て
る
案
山
子
を
見
て
、
都
会

に
出
た
息
子
を
思
う
父
親
の
気
持
を
謳

っ
た
名
曲
で
す
。
泣
け
る
歌
詞
で
す
が

町
の
風
景
も
描
写
さ
れ
て
お
り
、
ウ
チ

の
バ
ン
ド
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
も
あ
り

ま
す
。

三
、
《
津
和
野
が
輩
出
し
た
偉
人
達
》

①
森
鴎
外…

明
治
の
文
豪
で
、
軍
医
と

文
人
の
二
刀
流
で
も
あ
っ
た
。
45
才

で
陸
軍
軍
医
総
監
と
な
り
、
作
家
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
津
和
野
を

出
て
か
ら
ま
だ
一
度
も
戻
っ
て
は
お
り

ま
せ
ん
。
い
つ
か
は
一
人
の
旅
人
と
し

て
「
ふ
る
さ
と
津
和
野
」
を
訪
れ
て
、

幼
き
日
の
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
を
辿
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

城跡からの津和野町

マリア聖堂水路のある町並み 森鴎外像
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今
回
は
玉
川
上
水
駅
近
く
の
、
桜
が

丘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
就
業
さ
れ
て
い
る

３
名
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
、
集
会
室(

２
部
屋)

の
貸
出
管
理
、
図
書
館
、
児
童
館
、
共

有
部
分
の
点
検
が
主
な
作
業
で
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
共
用
部
分
の
消
毒
も

行
い
ま
す
。

就
業
時
間
は
、
平
日
・
土
曜
が
16
時

45
分
～
22
時
15
分
、
日
曜
・
祝
日
が
８

時
30
分
～
17
時
と
17
時
～
22
時
15
分
の

交
代
に
な
り
、
３
名
で
日
曜
か
ら
日
曜

ま
で
の
８
日
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

就
業
し
ま
す
。
休
み
は
年
末
年
始
、
選

挙
の
投
票
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
閉
館

日
で
す
。

集
会
所
の
利
用
団
体
は
約
30
グ
ル
ー

プ
で
す
。
平
日
・
土
曜
は
２
グ
ル
ー
プ
、

休
祭
日
は
６
グ
ル
ー
プ
の｢

趣
味
の
会｣

が
利
用
し
ま
す
。
退
館
時
に
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
て
く

れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
ん
な
時
は

嬉
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

大
変
な
事
は
、
22
時
ま
で
集
会
室
が

利
用
で
き
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
利
用

が
終
了
し
て
か
ら
退
館
ま
で
の
15
分
で
、

職
場
訪
問

手
際
良
く
最
終
点
検
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
集
会
室
に
ゴ
ミ
が
放

置
し
て
あ
っ
た
り
、
備
品
の
後
片
付
け

が
さ
れ
て
な
い
場
合
は
、
気
が
滅
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

大
変
良
い
様
子
で
、
お
話
し
も
明
る
く

楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
元
気
で
長
く
仕
事
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

配
分
金
に
含
ま
れ
る

消
費
税
に
つ
い
て

請
負
契
約
で
就
業
さ
れ
る
会
員
の
皆

さ
ん
は
個
人
事
業
主
で
あ
り
、
セ
ン
タ

ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金
に
は
、
内

税
と
し
て
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
、

個
人
事
業
主
と
い
う
扱
い
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
来
、
消
費
税
納
税

義
務
者
に
な
り
、
受
け
取
っ
た
配
分
金

に
係
る
消
費
税
は
、
税
務
署
に
申
告
納

税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
消
費
税
法
上
、
課
税
売
上

と
し
て
受
け
取
る
金
額
が
１
千
万
円
未

満
で
あ
る
た
め
、
納
税
の
義
務
が
免
除

（
免
税
事
業
者
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
よ
り
、
消
費
税
法
改

正
で
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」
の
導
入
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
会
員
さ
ん
が
受
け
取
る
配

分
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

受付する山崎会員 桜が丘市民センター

点検する伊藤会員点検する山崎会員 消毒中の坂庭会員

『
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
班
』

7
月
は
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

国
の
「
全
国
安
全
週
間
」
に
あ
わ
せ

て
、
７
月
を
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層

の
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
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市
内
探
訪

旧
吉
岡
家
住
宅
と
吉
岡
堅
二
の
作
品

が
、
５
月
27
～
29
日
の
3
日
間
、
一
般

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
和
市
で
は
建

物
や
資
料
の
保
存
管
理
を
行
い
、
毎
年

５
月
と
10
月
に
一
般
公
開
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
５
月
の
公
開
は
３
年

ぶ
り
で
し
た
。

吉
岡
堅
二
画
伯
が
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
た
当
時
の
面
影
を
残
す
ア
ト
リ
エ

や
、
日
本
画
・
素
描
・
画
帳
が
約
20
点
、

同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
管
理
し
て
い

る
庭
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

吉
岡
画
伯
は
一
九
〇
六
（
明
治
39
）

年
に
東
京
市
本
郷
区
に
生
ま
れ
、
24
歳

で
帝
展
特
選
と
な
っ
た
後
、
新
日
本
画

研
究
会
や
新
美
術
人
協
会
を
結
成
し
、

戦
後
は
創
造
美
術
（
現
在
の
創
画
会
の

前
身
）
を
結
成
す
る
な
ど
、
昭
和
期
に

お
け
る
日
本
画
の
革
新
運
動
を
牽
引
。

一
九
七
一
（
昭
和
46
）
年
に
は
日
本
芸

術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
、
東
京
芸
術
大
学

の
教
授
で
も
あ
り
ま
し
た
。

旧
吉
岡
家
住
宅
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁

画
の
再
現
模
写
に
携
わ
っ
た
吉
岡
堅
二

画
伯
が
昭
和
19
年
に
こ
ち
ら
に
疎
開
し

て
平
成
２
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
46
年

暮
ら
し
た
家
で
す
。
地
元
で
代
々
名
主

を
努
め
て
い
た
池
谷
藤
右
衛
門
（
い
け

や
と
う
え
も
ん
）
が
明
治
中
期
に
建
て

た
家
で
し
た
が
、
堅
二
が
買
い
取
り
自

宅
兼
ア
ト
リ
エ
と
し
て
移
住
し
ま
し
た
。

現
在
は
東
大
和
市
が
所
有
し
、
主
屋
兼

ア
ト
リ
エ
（
旧
吉
岡
家
住
宅
の
土
間
を

改
修
）
、
蔵
、
長
屋
門
（
東
村
山
か
ら

移
築
・
復
元
）
、
中
門
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
（1

3
-
0
3
7
5

～0
3
7
8

号)

と
し

て
保
存
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
吉
岡
家
住
宅
と
吉
岡
堅
二
画
伯

の
作
品
を
３
年
ぶ
り
に
一
般
公
開

旧吉岡家住宅の特別公開（長屋門）

アトリエ

蔵横のけやき巨木

池谷藤右衛門が建築した蔵 吉岡家旧宅の主屋

閉門時の長屋門

屋敷内の神棚・居間・台所

登録有形文化財商標

画伯の使った鳥かご

屋敷内のけやき巨木 珍しい欄間→
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入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

7

13 水 9：00 入会説明会

19 火 配分金振込日

19 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

20 水 9：00 入会申込日

28 木 9：00 定例理事会

29 金 9：00 新入会員研修会

8

10 水 9：00 入会説明会

16 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

17 水 配分金振込日

17 水 9：00 入会申込日

25 木 9：00 定例理事会

26 金 9：00 新入会員研修会

9

14 水 9：00 入会説明会

20 火 配分金振込日

20 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

21 水 9：00 入会申込日

29 木 9：00 定例理事会

就業相談日 相談時間帯

2022年 7月19日(火) 2022年12月20日(火) ①14：00

②14：30

③15：00

④15：30

⑤16：00

各時間1名

8月16日(火) 2023年 1月17日(火)

9月20日(火) 2月21日(火)

10月18日(火) 3月22日(水)

11月15日(火) -

※今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況に
より予定を変更する場合があります。

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
事
前
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限
は
各
月

第
２
火
曜
日
ま
で
で
す
。

電
話

0
4
2
-
5
6
5
-
0
5
3
1

会
員
の
皆
様
の
作
品
・
投
稿
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
作
品
（
写
真
・

絵
画
・
彫
刻
書
・
手
芸
な
ど
）
紀
行

文
・
川
柳
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
投
稿

等
、
何
で
も
結
構
で
す
。

文
字
数
等
の
投
稿
要
綱
は
当
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
ペ
ー

ジ
（
広
報
誌
け
や
き
）
を
参
照
の
う

え
、
写
真
を
添
付
し
て
、
郵
送
、
持

参
、
電
子
デ
ー
タ
の
い
ず
れ
か
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投
稿
に

は
、
お
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
年
初
か
ら
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
発
出
さ
れ
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
セ
ン
タ
ー
の
各
種
行
事
や
委

員
会
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
広
報
委
員
会
も
十
分

な
取
材
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
取
材
と
編
集
作
業
を
続
け
て
き

た
結
果
、
限
ら
れ
た
記
事
で
す
が
何

と
か
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
読
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

編
集
後
記


